
令和４年度革新的造船工程高度化補助金 事業変更概要

実施者： ジャパンマリンユナイテッド（株）

令和４年度事業内容：
・ 船体建造現場から作業手順やノウハウを収集しデータベース化

・ 収集した情報を設計図面と一体化し、効率的な作業手順やノウハウ等
の建造に必要な情報を抽出し、提供するシステムを開発

・ 作業計画支援システムの現場実証

設計工程と建造工程の一体化による迅速な不具合・変更対応

（例）
船尾側から構造の溶接
を行うことで製造品質の
向上に繋がる

作業に合わせて

ノウハウをリアル

タイムに表示

詳細な作業工程、移動
経路、使用工具等を提案

作業最適化による生産性向上、ノウハウ活用による品質向上
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A班全体 作業者X ・・・
区画３ 6.0h 1.5h

区画７ 6.0h 3.0h

安全対策 2.0h 1.0h

自動工程 8.0h 2.5h

区画１ 16.0h 4.0ｈ
・・・ ・・・ ・・・ ・・・

6人

区画毎に作業者の配置
状況・工数を図面に表示

一例） 設計図面と作業手順・ノウハウ等を一体的に表示

船体ブロック

○プロジェクト全体の事業成果イメージ：

別添

実施者： 住友重機械マリンエンジニアリング（株）

大型風力推進船

✓運航情報を活用した高度な運航支援イメージ：

通信衛星

運航実績データ

個船毎に最適化された運航支援情報
(最適ルーティング &

帆の最適制御)

蓄積 解析

データサーバー

住友重機械
マリンエンジニアリング (株) 運航実績データを収集

個船毎に
運航支援を最適化

他造船所

風力帆本体と制御システムを
パッケージで提供

海運会社A

風力帆製造会社

システム開発会社 制御システム・
データサーバーの提供

風力帆本体の
提供

令和４年度事業内容：
・ 船舶から運航情報を収集するシステムを開発

・ 収集した運航情報及び気象情報に基づき、個船ごとに最適化した
省エネ運航を算出するシステムを開発

・ 運航情報を活用して、船舶の性能を最適化するためのシミュレータ
を開発

運航情報を収集・活用することで建造船の付加価値を向上

○プロジェクト全体の事業成果イメージ：

✓運航情報の収集・活用：

赤枠部：今般の事業計画変更箇所

設計図面と作業ノウハウの一体化による建造支援 運航/気象情報を活用した省エネ運航支援


